
 

 

 

 

 

来週から１２月、師走です。 

ここ数日の朝晩の冷え込みには、季節の

移ろいを感じます。そんな中、昼休みの日

見っ子は、元気に運動場を走り回っていま

す。これから２学期まとめの時期です。学

習・生活の両面において振り返りを行い、

新しい年にしっかりと備えてまいります。 

 

 

 

さる１１月

１２日、我ら

が日見小４年

生が長崎ブリ

ックホールで

開催された

「長崎市小学

校音楽会（小音会）」に出場しました。大

きなステージと満員の観衆でさぞかし緊張

したことでしょう。しかし、日常経験する

ことのない緊張感を味わいながら一生懸命

にやり抜く経験は、何事にも代えがたい貴

重な宝物です。 

当日、私は客席から参観したのですが、

日見っ子の歌声にはとても感動しました。

2 階席から応援いただいた多くの保護者の

みなさまもきっと同じ思いを抱かれたこと

と思います。 

 

どうしてそんなに感動したのか？ 

もちろん、ステージ上で歌う子供たち

は、「お客さんを感動させよう！」と思い

ながら歌っているわけではありません。 

ただただ、これまでの練習の成果を発揮

するべく、一生懸命に歌っているのです。 

 

 

 

 

 

純粋に、素直に、一生懸命にがんばる子

供の姿は、本当に見ていて感動します。 

11 月 16 日に

は、「日見まつり」

で地域の方にも歌

声を披露しまし

た。地域の方々も

きっと喜んでくだ

さったことでしょう。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

もう一つ、日見っ子

の活躍を紹介します。 

11 月 7 日、東長崎

地区の小学校が一堂に

会し、恒例の特別支援

学級交歓会が行われました。6 つの小学校

の子供たちが、様々な競技を通して、交流

を深めました。 

学年の別なく、ともに励まし合い、応援

し合いながら一生懸命にがんばる日見っ子

の姿が随所に見られました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「まじめにがんばることができる人こそ 

一番かっこいい人だ！」 

日見小では、これからも一生懸命に頑張

る日見っ子を全力で応援してまいります。 

 

 

 

 11 月 16 日の日

見まつりにおいて

は、今年初めて

「お化け屋敷」が

催されました。 

また、11 月 19

日、本校体育館において「サウンドファク
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ケストラ」のコンサ

ートが行われまし

た。 

 どちらも子供たち

は大喜び。忘れられ

ない思い出となりました。 

 保護者のみなさま、覚えていらっしゃい

ますか？ 

本年４月。体育館で行われた「日見っ子

応援団結団式」で、初代会長の杉本崇志さ

んが、設立にかける「思い」をご自身の言

葉で、次のように語られました。 

〇組織の在り方を見直すことで、日見小に

通う子供の親として、子供のために無理

なく活動できる体制にしたい。 

〇やらされるのではなく、「できるとき」

に「できるひと」が「できること」を一

人一役で行う形にしたい。 

〇日見の宝である「地域とのかかわり」を

一層大切にしながら、子供が喜ぶような

体験をさせたい。 

 そんな思いと

あわせて、会長

ご自身の思い出

をもとに具体的

に子供のために

してあげたいこ

ととして挙げら

れた例が、先ほど紹介した 2 つの催し、

「お化け屋敷」と「コンサート」でした。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 学校・家庭・地域という、子供を取り巻

く環境のつながりを大切にし、協力して子

供の健やかな成長にかかわりたいという思

いで発足した「日見っ子応援団」です。 

 発足から 9 か月。学校としても、たくさ

んのうれしい変化を感じています。 

◎授業参観や懇談会の参加が増え、担任と

多くの保護者が顔を合わせ、直接語り合

うことができた。 

◎校外学習などに協力をいただくことで、

何より、子供たちが喜んでいた。 

◎育成協パトロールに親子で参加する姿が

増え、地域の方がとても喜んだ。 

◎自主的に保護者同士のつながりを深めよ

うと親子レクを開催した学年があった。 

そのほか、地域の方から、地域行事に参

加してくれる子供や保護者が増えたとの声

が届いています。 

杉本会長をはじめ本部役員のみなさま、

中心的に活動に協力していただいた有志の

みなさま、何より、「応援団」の趣旨に賛

同し、「一人一役」に参加していただいた

みなさまのおかげで、まぎれもなく、子供

の喜びや楽しみが増えました。 

学校を代表して感謝申し上げます。 

言わずもがな、学校も「応援団」の一員

です。「子供たちの健やかな成長を支える

理想的な応援団の形」を追求しつつ、これ

からも同じ方向を向き、ともに協力して取

り組んでまいりましょう。 

 

 

 
１日（月）学期末特別短縮日課開始 

（１２日まで午前中 5 時間、給食後下校） 
 4 日（木）ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ 
１１日（木）ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ 

１５日（月）委員会活動 
学期末特別日課開始（終業式まで） 

１８日（木）ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ 
２４日（水）第２学期終業式 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

文責：校長 稲吉伸一 

１２月２４日（水）には、２学期の終業式
を迎えます。 
１年で最も長く、様々な行事が満載のこの

２学期、おかげさまで事故等なく、無事に終
えられそうです。 
ひとえに、保護者・地域の皆様のご理解と

ご協力があってこそです。 
ありがとうございました。 


